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熊本地震の概要

地震の概要 （気象庁）

発生日時 2016年4月16日1時25分5.4秒（本震）
2016年4月14日21時26分34.4秒(前震)

震央地名 熊本県熊本地方

マグニチュード 7.3（本震）、6.5(前震）

深さ 12km(本震)、11ｋｍ（前震）

震度(本震) 7 （熊本県西原村、益城町 の一部）
6強（南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、

宇城市、合志市、熊本市 の一部）

2016年4月14日21時26
分以降に発生した地震
（本震前震を除くマグニ
チュードM5.8以上）※

4月16日1:26、M=5.7(震央：大分県中部)

4月14日22:07、M=5.8（最大震度6弱）

4月15日0:03、M=6.4（最大震度6強）

4月16日1:45、M=5.9（最大震度6弱）

4月16日3:03、M=5.9（最大震度5強）

4月16日3:55、M=5.8（最大震度6強）

4月18日20:41、M=5.8（最大震度5強）

※ 2016年7月26日0時現在



地震被害の概要 （消防庁）

人的被害

死者 81人

負傷者(重傷） 392人

負傷者（軽傷） 1,424人

住家被害

全壊 8,336棟

半壊 26,333棟

一部破損 126,289棟

火災 16件

※ 2016年7月15日18時30分現在

熊本地震の概要

図-1 本震(M7.3)の震央位置と震度分布※

※本震直後に大分県中部で発生した地震(M5.7)の震央も記載



熊本地震の概要

図-2 加速度応答スペクトル(減衰定数0.05)※
※熊本地震の記録は自治体の記録を使用
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平成28年熊本地震～本震～（益城町宮園）

平成28年熊本地震～前震～（益城町宮園）

平成28年熊本地震～本震～（西原村小森）

平成28年熊本地震～前震～（西原村小森）

平成20年岩手･宮城内陸地震（KiK-net一関西）

平成19年新潟県中越沖地震（K-NET柏崎）

平成19年能登半島地震（K-NET穴水）

平成16年新潟県中越地震（川口町）

平成12年鳥取県西部地震（KiK-net日野）

平成7年兵庫県南部地震（JR鷹取駅）

構造物に影響が大きいとされる
0.5～2.0sにおいて過去最大級の加速度

熊本地震における土木研究所の対応



熊本地震における土木研究所の対応

平成28年熊本地震(平成28年4月14日及び16日に震度7を記録)に対し、国土交通
省九州地方整備局等からの依頼により延べ204名を派遣し、河川堤防等の河川施

設、大規模崩壊地、橋梁等の道路施設の被災調査および二次災害防止、被災施設
の復旧等に関する高度技術指導を実施

4月 5月 6月 合計
14～30日 1～31日 1～7日

河川堤防復旧工法等調査 16 4 0 20
土砂災害状況調査 31 5 0 36
道路橋梁等調査 102 39 7 148
合計 149 48 7 204

阿蘇大橋の被災状況 南阿蘇村高野台地区の斜面崩落

地震被害の概要



位置図

○土砂災害発生件数 190件
・土石流等57件（熊本県54件、大分県3件）
・地すべり10件（熊本県10件）
・がけ崩れ123件（熊本県94件、大分県15件、宮崎県11件、
佐賀県1件、長崎県1件、鹿児島県1件）

○土砂災害による人的被害
・死者14名
（ 6月の梅雨前線豪雨の土砂災害による死者5名を含む）

国土交通省調べ（8月1日時点）

緊急度の高い
土砂危険箇所1,155箇所
（うち特に警戒が必要な
131箇所含む）

土砂災害の状況
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阿蘇大橋地区の被害状況



H28熊本地震の土砂災害の特徴 多様な土砂移動現象が発生
１．大規模な斜面崩壊が発生

大規模崩壊事例 （阿蘇大橋地区）

２．勾配の緩い斜面でも斜面崩壊や地すべりが発生

３．崩壊土砂が土石流化して下流まで流出

緩傾斜地の崩壊事例 （高野台地区）

高野台団地付近

氾濫

国土地理院撮(UAV映像)に一部加筆

４．がけ崩れが多数発生

人工斜面崩壊状況（熊本県益城町）自然斜面崩壊状況（熊本県益城町）

土石流化した事例 （山王谷川地区）

熊本地震により発生した多数の亀裂

外輪山カルデラ壁

0 3km
国土地理院HP(http://maps.gsi.go.jp/)より

14
熊本県南阿蘇村高野台地区の亀裂（亀裂の幅を計測する伸縮計を設置）

阿蘇大橋地区西側斜面の崩壊箇所 上部亀裂状況

高野台地区

阿蘇大橋地区



道路橋梁の被害

地盤変状による落橋

地盤変状による橋台の沈下

(b)橋脚の傾斜
特殊な橋脚構造を有する橋の被害

(a)上部構造の落橋

河川堤防の被害

河川堤防天端における噴砂

河川堤防天端の変状

特殊堤の天端の沈下

樋門の門柱の被災



被害のまとめ

• 土砂災害については、熊本県南阿蘇村をは
じめ各地で多発。地すべり、土石流、がけ崩
れなど様々な形態の土砂災害が発生

• 地盤変状などによる落橋や液状化による河
川堤防の沈下や亀裂の発生などさまざな土
木施設被害が発生している。

２次災害の防止に向けて



②避難を要する範囲の南阿蘇村
長への緊急の情報提供

③緊急度の高い危険箇所1,155箇所を TEC-FORCEが点検完了
応急的な対策や警戒が必要な131箇所を抽出し熊本県及び13市町村へ報告

益城町

急傾斜地崩壊危険箇所の点検状況

大雨が予想された前日の
20日に直接村長へ説明

参考情報についてリエゾンから村長等へ説明

【1】山王谷川地区

①土砂災害警戒情報発表基準の
引き下げ

・地震による地盤の緩みを考慮し、
6県45市町村で発表基準を引き
下げて運用

4月28日熊本県知事へ報告 4月28日市町村長等へ報告（西原村）

④土砂災害対策アド
バイザー班の設置

各自治体や関係機関の
要請に応じて、現地で
助言することにより、警
戒避難体制の強化や捜
索活動の安全確保を支
援（4月22日～） 現地調査実施状況緊急消防援助隊との打合せ状況

土石流危険渓流の点検状況

益城町

災害発生直後の二次災害防止へ対応

危険度Ａ：54箇所

応急的な対策が必要な箇所

危険度Ｂ：77箇所

当面は巡視等の警戒の強化
が必要な箇所

危険度Ｃ：1,024箇所

特に変化はなく緊急度は低
いが、降雨状況によっては
注意を要する箇所

【点検結果凡例】

緊急度の高い危険箇所1,155箇所と特に警戒が必要
な131箇所を抽出(再掲)



警戒体制強化（土砂災害警戒情報の発表基準引き下げ）

土砂災害警戒情報とは

土砂災害警戒情報は、降雨によ
る土砂災害の危険が高まったとき
に市町村長が避難勧告等を発令す
る際の判断や、自主避難の参考と
なるよう、都道府県と気象庁が共
同で発表している防災情報です。

5月20日現在
○地震による地盤の緩みを考慮し、揺れの
大きかった熊本県、大分県、福岡県、佐賀
県、長崎県、宮崎県の市町村については、
土砂災害警戒情報の発表基準を引き下げ
て運用

○土砂災害警戒情報の発表基準を引き下
げることで、通常より早いタイミングで土砂
災害警戒情報を発表。早めの避難を促し
ます。

・・・通常基準の８割

・・・通常基準の７割

凡 例
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特に被害が著しい南阿蘇村周辺の主な土砂災害と応急対策状況



今後の課題

①
②

③
④

⑤

※赤印が新たな崩壊地

⑥

⑦
⑧

熊本地震被災地で6月の豪雨による新たな崩壊

写真は平成28年5月31日
国土地理院撮影

南阿蘇村 立野地区

9
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立野地区④

11



平成２８年熊本地震により発生した阿蘇大橋地区の大規模な斜面崩壊について、斜面上部に残る多量
の不安定土砂の崩落による二次災害を防ぐための緊急的な対策工事を実施中

あ そ

あそぐん みなみあそむら たての

熊本県阿蘇郡南阿蘇村 立野
○平成28年4月16日（平成28年熊本地震）
○被害状況
国道57号、国道325号、 ＪＲ豊肥線

○主な対策工
土留盛土工、法面対策工（工事費：約２０億円）

○平成２８年５月５日 工事着手

○斜面頭部に不安定な土砂が存在し、上部にクラック
も確認されていることから、無人で操縦できる建設機
械を使用し無人化施工により工事を実施中

◆斜面上部の不安定土砂を取り除
き法面対策工を実施します

◆斜面中腹には、落石や不安定土砂の崩
落対策として土留盛土工を設置します

おおはし

（
熊
本
側
）

（
大
分
側
）

工事の進捗状況

対策の概要土砂災害の概要

施工の流れ

監視装置の整備

工事用道路の整備

土留盛土の設置

不安定土砂の除去

法面対策工
27

阿蘇大橋の現場課題について

現場施工において、阿蘇地区の黒ボク土と呼ばれる火山性粘性土が堆積している。

黒ボク土は、攪乱による強度低下が大きく、高含水比（一度降雨があると施工が難しい）であり施
工効率が悪いため、石灰等による土質改良を行いながら工事の施工を行っている。

斜面表層は黒ボク土

崩壊により黒ボク土が斜面下部に堆積

攪乱により強度が低下し重機
が沈み込む

石灰改良を行いながら啓開を
実施

泥濘化状況



今後の課題のまとめ

• 緩んだ地盤による地すべりや土石流の多発
などが危惧される中、技術的に高度な工事（
阿蘇大橋地区の大規模な斜面崩壊対策ほか
）への支援に取り組んでいる。

まとめ



まとめ

• 熊本地震は、構造物に影響の大きい周波数
において、過去最大級の加速度を有する地
震であった。

• 土木研では、被災調査、2次災害防止及び被
災施設の復旧等に対して高度技術指導を発
揮

• 今後も、豪雨等による災害が心配されること
から、早期の被災施設復旧へ支援などを実
施中


